
(57)【要約】

【課題】　　コイル状のフィンチューブに水を循環ポン

プで流しながら、この水をバーナで加熱して高温の洗浄

水として吐出させ、バーナの排気をコイル上方に排出す

るようにした殺菌消毒洗浄機において、殺菌消毒洗浄機

全体を大型化することなく、排気温度を低下させ、かつ

熱損失を減少させる。

【解決手段】長いフィンチューブ26からなる第１コイル

27を下にし、短いフィンチューブ36からなる第２コイル

37を上にして上下２段に立設し、第１コイルの中心部下

方にバーナ21を設置し、第１コイル用フィンチューブ26

の一端に圧力調整弁42を介して循環ポンプ40の吐出側を

接続し、第１コイル用フィンチューブ26の他端に吐出用

ホースを介して吐出ノズルを接続し、第２コイル用フィ

ンチューブ36の一端に圧力調整弁42の余水管路49を接続

し、第２コイル用フィンチューブ36の他端に循環ポンプ

40の給水側を接続する。　　　　　

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
長 さ の 異 な る 長 短 ２ 本 の フ ィ ン チ ュ ー ブ を そ れ ぞ れ コ イ ル 状 に 巻 い て 形 成 さ れ た 高 さ の 異
な る 高 低 ２ 個 の コ イ ル を 、 高 い 方 の 第 １ コ イ ル を 下 に し 、 低 い 方 の 第 ２ コ イ ル を 上 に し て
上 下 ２ 段 に 立 設 し 、 第 １ コ イ ル の 中 心 部 下 方 に バ ー ナ を 設 置 し て 第 １ コ イ ル お よ び 第 ２ コ
イ ル の 内 側 に 上 下 方 向 の 煙 道 を 形 成 す る と 共 に 、 上 記 第 １ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 一 端
に 圧 力 調 整 弁 を 介 し て 水 循 環 ポ ン プ の 吐 出 側 を 接 続 し 、 第 １ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 他
端 に 吐 出 用 ホ ー ス を 介 し て 吐 出 ノ ズ ル を 接 続 し 、 上 記 第 ２ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 一 端
に 上 記 圧 力 調 整 弁 の 調 圧 余 水 を 上 記 水 循 環 ポ ン プ の 給 水 側 に 循 環 さ せ る 余 水 管 路 を 接 続 し
、 第 ２ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 他 端 に 上 記 水 循 環 ポ ン プ の 給 水 側 を 接 続 し た こ と を 特 徴
と す る 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ コ イ ル お よ び 第 ２ コ イ ル の 内 側 に 、 そ れ ぞ れ 多 孔 板 か ら な る 第 １ 燃 焼 筒 お よ び 第 ２ 燃
焼 筒 が 設 置 さ れ 、 煙 道 が 第 １ 燃 焼 筒 お よ び 第 ２ 燃 焼 筒 の 内 側 に 形 成 さ れ 、 第 １ 燃 焼 筒 が そ
の 内 部 を 上 下 に 仕 切 る 数 枚 の 仕 切 り 板 を 備 え て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 飲 食 店 や 食 品 製 造 業 の 床 、 棚 、 コ ン ベ ヤ 、 蒸 し 器 、 釜 そ の 他 各 種 の 機 械 器 具
お よ び 機 械 工 場 の 床 や 機 械 器 具 等 に 高 温 水 を 噴 射 し て こ れ ら 各 部 の 殺 菌 消 毒 と 同 時 に そ の
洗 浄 を 能 率 的 に 行 う た め の 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
食 品 工 場 の 床 、 調 理 台 等 に 高 温 水 を 噴 射 し て こ れ ら の 各 部 を 殺 菌 消 毒 し 、 同 時 に 洗 浄 す る
よ う に し た 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 が 特 開 平 10-192371号 公 報 で 知 ら れ て い る 。 図 １ は 、 上 記 殺 菌
消 毒 洗 浄 機 10の 概 要 を 示 し 、 11は 都 市 ガ ス ま た は 灯 油 を 燃 料 と す る バ ー ナ 、 12は 基 部 チ ャ
ン バ で あ り 、 基 部 チ ャ ン バ 12の 上 面 に 外 筒 13お よ び 中 筒 14が 同 心 状 に 立 設 さ れ 、 こ の 外 筒
13お よ び 中 筒 14の 間 に 耐 熱 性 断 熱 材 15が 充 填 さ れ 、 中 筒 14
の 上 に 排 気 筒 14aが 突 設 さ れ 、 内 側 に は フ ィ ン チ ュ ー ブ 16か ら な る コ イ ル 17が 固 定 さ れ て
い る 。 こ の  フ ィ ン チ ュ ー ブ 16は 、 パ イ プ の 外 面 に フ ィ ン を パ イ ラ ル 状 に 突 設 し た も の で
あ り 、 下 端 16cに 水 道 水 が ポ ン プ （ 図 示 さ れ て い な い ） を 介 し て 供 給 さ れ 、 上 端 16dか ら 高
温 水 が 取 り 出 さ れ る 。 そ し て 、 中 筒 14の 内 側 に は 耐 熱 鋼 板 製 の 多 孔 板 か ら な る 内 筒 (燃 焼
筒 )18が 設 置 さ れ る 。 こ の 燃 焼 筒 18
は 、 内 部 を 上 下 に 仕 切 る 複 数 枚 の 仕 切 り 板 18a、 18b、 18c、 18dを 備 え 、 最 下 段 の 仕 切 り 板
18aお よ び ２ 段 目 の 仕 切 り 板 18bに は 、 そ れ ぞ れ 中 心 穴 18eお よ び 18fが 開 け ら れ 、 そ の 口 径
は 前 者 が 後 者 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 10-192371号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
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上 記 の 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 10は 、 フ ィ ン チ ュ ー ブ 16の 上 端 16dか ら ホ ー ス を 介 し て 温 度 105～ 12
0℃ の 高 温 水 を 取 出 し 、 こ れ を ホ ー ス 先 端 の ノ ズ ル か ら 噴 射 す る こ と に よ り 、 床 や 機 械 器
具 の 殺 菌 消 毒 と 洗 浄 を 同 時 に 行 う こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 上 記 の 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 10
は 、 排 気 筒 14aか ら 温 度 400℃ に 達 す る 高 温 の 排 気 が 作 業 中 の 室 内 に 排 出 さ れ る の で 、 熱 損
失 が 大 き く 、 か つ 危 険 で あ り 、 こ れ を 避 け る た め に フ ィ ン チ ュ ー ブ 16か ら な る コ イ ル 17（
熱 交 換 器 ） を 長 く 大 型 に し て 排 気 温 度 を 低 く し た 場 合 は 、 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 10が 大 き く 重 く
な り 、 台 車 に 乗 せ て 移 動 可 能 に し た 場 合 に 不 安 定 と な り 、 そ の 移 動 が 困 難 で あ っ た 。 ま た
、 作 業 を 停 止 す る 際 、 バ ー ナ 消 化 後 の フ ィ ン チ ュ ー ブ 16に 水 道 水 を 流 し て 冷 却 す る の に 長
時 間 を 必 要 と し 、 冷 却 時 間 が 長 過 ぎ る と 、 フ ィ ン チ ュ ー ブ 16の フ ィ ン に 結 露 が 発 生 し 、 そ
の 除 去 が 困 難 に な り 、 腐 食 、 目 詰 ま り 、 点 火 不 良 等 の 原 因 と な っ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う に 、 フ ィ ン チ ュ ー ブ の コ イ ル を 立 設 し 、 フ ィ ン チ ュ ー ブ に 水 を ポ
ン プ で 供 給 し な が ら 、 こ の 水 を 上 記 コ イ ル の 中 心 部 下 方 に 設 置 し た バ ー ナ で 加 熱 し て 高 温
の 洗 浄 水 と し て 吐 出 さ せ 、 バ ー ナ の 排 気 を 上 記 コ イ ル の 上 方 に 排 出 す る よ う に し た 殺 菌 消
毒 洗 浄 機 に お い て 、 上 記 フ ィ ン チ ュ ー ブ に 供 給 す る 水 の 圧 力 制 御 に 伴 っ て 発 生 す る 調 圧 余
水 を 上 記 排 気 の 冷 却 に 用 い る こ と に よ り 、 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 を 大 型 化 す る こ と な く 、 上 記 排
気 の 温 度 を 低 下 さ せ る と 共 に 、 熱 損 失 を 減 少 さ せ て 熱 効 率 を 向 上 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 に 係 る 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 は 、 長 さ の 異 な る 長 短 ２ 本 の フ ィ ン チ ュ ー ブ を そ れ ぞ れ コ
イ ル 状 に 巻 い て 形 成 さ れ た 高 さ の 異 な る 高 低 ２ 個 の コ イ ル を 、 高 い 方 の 第 １ コ イ ル を 下 に
し 、 低 い 方 の 第 ２ コ イ ル を 上 に し て 上 下 ２ 段 に 立 設 し 、 第 １ コ イ ル の 中 心 部 下 方 に バ ー ナ
を 設 置 し て 第 １ コ イ ル お よ び 第 ２ コ イ ル の 内 側 に 上 下 方 向 の 煙 道 を 形 成 し た も の で あ る 。
そ し て 、 上 記 第 １ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 一 端 に 圧 力 調 整 弁 を 介 し て 水 循 環 ポ ン プ の 吐
出 側 を 接 続 し 、 第 １ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 他 端 に 吐 出 用 ホ ー ス を 介 し て 吐 出 ノ ズ ル を
接 続 す る 。 ま た 、 上 記 第 ２ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 一 端 に 上 記 圧 力 調 整 弁 の 調 圧 余 水 を
上 記 水 循 環 ポ ン プ の 給 水 側 に 循 環 さ せ る 余 水 管 路 を 接 続 し 、 第 ２ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ
の 他 端 に 上 記 水 循 環 ポ ン プ の 給 水 側 を 接 続 す る 。 　 　 　 　 　
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 の 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 に お い て 、 水 循 環 ポ ン プ の 給 水 側 を 水 道 蛇 口 に ホ ー ス で 接 続 し 、 水
道 水 を ポ ン プ に 供 給 す る と 、 水 道 水 は 加 圧 さ れ 、 上 記 ポ ン プ の 吐 出 側 か ら 圧 力 調 整 弁 を 通
過 し 所 定 の 圧 力 に 制 御 さ れ て 第 １ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 一 端 に 送 ら れ 、 そ の 他 端 か ら
吐 出 用 ホ ー ス お よ び 吐 出 ノ ズ ル を 経 て 吐 出 さ れ る 。 ま た 、 上 記 の バ ー ナ に 点 火 す る と 、 そ
の 燃 焼 で 生 じ た 熱 風 が 第 １ コ イ ル と 第 ２ コ イ ル の 内 側 煙 道 を 上 昇 し て 第 ２ コ イ ル の 上 端 か
ら 排 気 さ れ る 。 こ こ で 、 上 記 の フ ィ ン チ ュ ー ブ は 、 銅 そ の 他 の 金 属 か ら な る パ イ プ の 外 面
に フ ィ ン を ス パ イ ラ ル 状 に 巻 付 け た 形 に 突 設 し た 一 種 の 熱 交 換 器 で あ る か ら 、 上 記 の 熱 風
が 第 １ コ イ ル の 内 側 煙 道 を 通 る 際 、 第 １ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ を 流 れ る 水 が 加 熱 さ れ 、
高 温 水 と な っ て 吐 出 ノ ズ ル か ら 吐 出 さ れ る 。 　 　 　
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 上 記 の 圧 力 調 整 弁 か ら 吐 出 さ れ る 低 温 の 調 圧 余 水 は 、 余 水 管 路 を 経 て 上 記 循 環 ポ ン
プ の 給 水 側 に 戻 さ れ る も の と 第 ２ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 一 端 に 送 ら れ る も の と に 分 け
ら れ 、 後 者 の 調 圧 余 水 は 、 第 ２ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ の 一 端 か ら 他 端 に 向 か っ て 流 れ 、
そ の 間 に 上 記 第 ２ コ イ ル 内 側 の 煙 道 を 通 過 し た 熱 風 で 加 熱 さ れ 、 温 水 と な っ て 上 記 循 環 ポ
ン プ の 給 水 側 に 戻 さ れ る 。 し た が っ て 、 上 記 の 煙 道 を 通 る 熱 風 が 冷 却 さ れ 、 そ の 温 度 が 低
下 す る と 共 に 、 上 記 の 循 環 ポ ン プ に 供 給 さ れ る 水 道 水 の 温 度 が 上 昇 す る 。 　 　 　 　 　 　 　
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 の 第 １ コ イ ル お よ び 第 ２ コ イ ル の 内 側 に 、 そ れ ぞ れ 多 孔 板 製 の 第 １ 燃 焼 筒 お よ び 第 ２
燃 焼 筒 を 設 置 し 、 前 記 の 煙 道 を 第 １ 燃 焼 筒 お よ び 第 ２ 燃 焼 筒 の 内 側 に 形 成 す る こ と が で き
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、 こ の 場 合 は 燃 料 の 燃 焼 に 伴 い 、 第 １ 燃 焼 筒 お よ び 第 ２ 燃 焼 筒 が 加 熱 さ れ 、 特 に 第 １ 燃 焼
筒 が ほ ぼ 均 一 に 赤 熱 さ れ 、 こ れ ら に よ っ て 第 １ コ イ ル お よ び 第 ２ コ イ ル が 加 熱 さ れ る と 共
に 、 上 記 燃 料 の 完 全 燃 焼 が 容 易 と な る 。 そ し て 、 第 １ コ イ ル 内 側 の 第 １ 燃 焼 筒 に は 、 そ の
内 部 を 上 下 に 仕 切 る 数 枚 の 仕 切 り 板 を 設 け る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に よ っ て 完 全 燃 焼 が さ
ら に 容 易 と な る 。 ま た 、 上 記 の 仕 切 り 板 中 、 下 段 側 の も の に は 中 心 穴 を 、 そ の 直 径 が 下 段
ほ ど 大 き く な る よ う に 開 け る こ と に よ り 、 完 全 燃 焼 を 一 層 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 上 記 の 第 １ コ イ ル 用 フ ィ ン チ ュ ー ブ は 、 そ の 下 端 に 水 道 水 を 供 給 し て 上 端 か ら 放 水
す る よ う に し て も よ く 、 反 対 に 上 端 に 供 給 し て 下 端 か ら 放 水 す る よ う に し て も よ い が 、 下
端 に 供 給 す る 方 が 結 露 付 着 の 少 な い 点 で 有 利 で あ る 。 ま た 、 上 記 の 第 ２ コ イ ル 用 フ ィ ン チ
ュ ー ブ に お い て も 、 そ の 下 端 に 調 圧 余 水 を 供 給 し て 上 端 か ら ポ ン プ に 戻 す よ う に し て も よ
く 、 反 対 に 上 端 に 供 給 し て 下 端 か ら 戻 す よ う に し て も よ い が 、 下 端 に 供 給 す る 方 が 結 露 の
少 な い 点 で 有 利 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 発 明 に 係 る 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 は 、 フ ィ ン チ ュ ー ブ か ら な る 背 の 高 い 第 １ コ イ ル お よ び 背
の 低 い 第 ２ コ イ ル を 、 前 者 を 下 に し て 上 下 に 配 置 し 、 第 １ コ イ ル で 洗 浄 用 熱 交 換 機 を 、 ま
た 第 ２ コ イ ル で 排 気 冷 却 用 熱 交 換 機 を そ れ ぞ れ 構 成 し 、 こ の 第 ２ コ イ ル に 低 温 の 調 圧 余 水
を 供 給 し て 排 熱 を 冷 却 し 、 こ の 冷 却 に 伴 っ て 加 熱 さ れ た 調 圧 余 水 を 水 循 環 ポ ン プ の 給 水 側
で 水 道 水 に 加 え 、 こ れ に よ っ て 上 記 の 排 熱 を 水 道 水 の 予 備 加 熱 に 利 用 す る も の で あ る 。 し
た が っ て 、 第 ２ コ イ ル を 用 い ず 、 第 １ コ イ ル の 高 さ を 増 大 し た 場 合 と 異 な り 、 殺 菌 消 毒 洗
浄 機 の 大 き さ を ほ と ん ど 変 え る こ と な く 、 排 気 の 温 度 を 低 下 さ せ て 作 業 環 境 を 改 善 し 、 安
全 作 業 を 可 能 に す る こ と が で き 、 か つ 熱 損 失 を 減 少 し て 熱 効 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
ま た 、 上 記 の よ う に 、 第 ２ コ イ ル に 低 温 の 調 圧 余 水 を 供 給 し 、 第 １ コ イ ル に 水 道 水 を 供 給
す る の で 、 作 業 を 停 止 す る 際 、 第 １ コ イ ル お よ び 第 ２ コ イ ル の 冷 却 が 従 来 よ り も 穏 や か に
行 わ れ な が ら 、 し か も 短 時 間 で 済 み 、 過 冷 却 に よ る 結 露 や 目 詰 ま り を 防 ぐ こ と が で き る 。
特 に 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 燃 料 の 完 全 燃 焼 が 可 能 に な り 、 熱 効 率 が さ ら に 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に 示 す 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 20に お い て 、 バ ー ナ 21を 備 え た 基 部 チ ャ ン バ 22の 上 に 外 筒 23お
よ び 第 １ 中 筒 24が 同 心 状 に 立 設 さ れ 、 こ の 第 １ 中 筒 24の 内 側 に 第 １ フ ィ ン チ ュ ー ブ 26か ら
な る 第 １ コ イ ル 27が 設 置 さ れ 、 こ の 第 １ コ イ ル 27の 内 側 に 第 １ 燃 焼 筒 28が 設 置 さ れ る 。 な
お 、 上 記 の 第 １ 中 筒 24、 第 １ フ ィ ン チ ュ ー ブ 26、 第 １ コ イ ル 27お よ び 第 １ 燃 焼 筒 28は 、 そ
れ ぞ れ 前 記 図 １ の 中 筒 14、 フ ィ ン チ ュ ー ブ 16、 コ イ ル 17お よ び 内 筒 18に 対 応 し 、 ほ ぼ 同 様
に 形 成 さ れ 、 中 筒 24の 上 端 に は 排 気 筒 24aが 、 ま た 第 １ 燃 焼 筒 28に は 仕 切 り 板 28a、 28b、 2
8c、 28dが そ れ ぞ れ 前 記 同 様 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 発 明 で は 、 上 記 第 １ 中 筒 24の 上 に 第 １ 中 筒 24に 比 し て 背 の 高 さ が 数 分 の １ の 低 い 第 ２
中 筒 34が 重 ね て 設 置 さ れ 、 そ の 内 側 に 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36か ら な る 第 ２ コ イ ル 37が 固 定
さ れ 、 こ の 第 ２ コ イ ル 37の 内 側 に 多 孔 板 製 の 第 ２ 燃 焼 筒 38が 設 置 さ れ 、 第 ２ 中 筒 34の 上 に
第 ２ 排 気 筒 34aが 、 ま た 上 記 外 筒 23の 上 に 第 ３ 排 気 筒 23aが そ れ ぞ れ 突 設 さ れ 、 バ ー ナ 21の
上 方 に 排 気 筒 23aに 向 か う 煙 道 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 外 筒 23と 第 １ 中 筒 24お よ び 第 ２ 中
筒 34と の 間 に セ ラ ミ ッ ク ス か ら な る 石 綿 状 の 耐 熱 性 断 熱 材 （ 商 品 名 「 フ ァ イ ン フ レ ッ ク ス
」 ） 15が 充 填 さ れ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の 第 １ コ イ ル 27を 構 成 す る 第 １ フ ィ ン チ ュ ー ブ 26の 下 端 に 水 循 環 ポ ン プ 40の 吐 出 側 40
aが 吐 出 パ イ プ 41、 圧 力 調 整 弁 42お よ び 洗 浄 用 給 水 パ イ プ 43を 介 し て 接 続 さ れ 、 上 記 第 １
フ ィ ン チ ュ ー ブ 26の 上 端 に 洗 浄 用 ホ ー ス 44を 介 し て 吐 出 用 ノ ズ ル （ 図 示 さ れ て い な い ） が
接 続 さ れ る 。 一 方 、 上 記 第 ２ コ イ ル 37の 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36下 端 は 、 上 記 圧 力 調 整 弁 42
の 調 圧 余 水 吐 出 口 に 接 続 さ れ て い る Ｔ 継 ぎ 手 45の 第 １ 吐 出 口 45aに 冷 却 用 給 水 パ イ プ 46を
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介 し て 接 続 さ れ 、 こ の 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36の 上 端 は 、 上 記 水 循 環 ポ ン プ 40の 給 水 側 40b
の Ａ ポ ー ト 40cに 固 定 の Ｔ 継 ぎ 手 47の 第 １ 給 水 口 47aに 戻 し パ イ プ 48で 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ し て 、 上 記 圧 力 調 整 弁 42の 調 圧 余 水 吐 出 口 に 接 続 さ れ て い る Ｔ 継 ぎ 手 45の 第 ２ 吐 出 口 45
bは 、 余 水 管 路 49で 水 循 環 ポ ン プ 40の 給 水 側 40bの Ｂ ポ ー ト 40dに 接 続 さ れ 、 上 記 水 循 環 ポ
ン プ 40の 給 水 側 40bの Ａ ポ ー ト 40cに 固 定 さ れ て い る Ｔ 継 ぎ 手 47の 第 ２ 給 水 口 47bは 、 給 水
管 50、 電 磁 開 閉 弁 51お よ び 流 量 ス イ ッ チ 52を 介 し て 水 道 蛇 口 （ 図 示 さ れ て い な い ） に 接 続
さ れ る 。 な お 、 上 記 の 水 循 環 ポ ン プ 40、 圧 力 調 整 弁 42、 給 水 管 50、 電 磁 開 閉 弁 51お よ び 流
量 ス イ ッ チ 52等 か ら な る 給 水 部 は 、 前 記 の 灯 油 バ ー ナ 21、 基 部 チ ャ ン バ 22、 外 筒 23、 第 １
中 筒 24、 第 １ コ イ ル 27、 第 １ 燃 焼 筒 28、 第 ２ 中 筒 34、 第 ２ コ イ ル 37お よ び 第 ２ 燃 焼 筒 38等
か ら な る 燃 焼 部 と 共 に 台 車 上 に 設 置 さ れ 、 移 動 可 能 な 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 と し て 一 体 化 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 の 構 造 に お い て 、 運 転 を 開 始 す る と 、 バ ー ナ 21に 付 属 す る バ ー ナ フ ァ ン が 回 転 し 、 続
い て 水 循 環 ポ ン プ 40が 駆 動 さ れ 、 水 道 水 が 給 水 管 50、 水 循 環 ポ ン プ 40、 圧 力 調 整 弁 42お よ
び 洗 浄 用 給 水 パ イ プ 43を 経 て 第 １ フ ィ ン チ ュ ー ブ 26に 送 ら れ 、 更 に 洗 浄 用 ホ ー ス 44を 介 し
て 吐 出 用 ノ ズ ル か ら 吐 出 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 の 圧 力 調 整 弁 42で 発 生 し た 調 圧 余 水 の 一 部
が 冷 却 用 給 水 パ イ プ 46で 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36に 送 ら れ 、 こ の 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36を 通
過 し た 後 、 戻 し パ イ プ 48で 水 循 環 ポ ン プ 40に 戻 さ れ 、 残 り の 調 圧 余 水 が 余 水 管 路 49で 水 循
環 ポ ン プ 40に 戻 さ れ る 。 こ う し て 水 循 環 が 始 ま り 、 吐 出 ノ ズ ル か ら 放 水 さ れ る よ う に な る
と 、 バ ー ナ 21が 点 火 さ れ 、 第 １ フ ィ ン チ ュ ー ブ 26を 通 る 水 が 加 熱 さ れ 、 吐 出 ノ ズ ル か ら 高
温 水 が 吐 出 さ れ 、 こ の 高 温 水 に よ る 洗 浄 作 業 が 可 能 と な る 。 一 方 、 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36
を 流 れ る 低 温 の 調 圧 余 水 に よ り 、 排 気 筒 24aか ら 第 ２ コ イ ル 37内 に 出 た 排 気 が 冷 却 さ れ 、
こ の 冷 却 に よ り 上 記 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36内 で 温 度 の 上 昇 し た 調 圧 余 水 が 戻 し パ イ プ 48か
ら 制 御 ポ ン プ 40に 戻 さ れ 、 給 水 管 50か ら の 水 道 水 に 加 え ら れ 水 道 水 を 常 に 加 温 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
洗 浄 作 業 が 終 了 し 、 運 転 停 止 ボ タ ン を 押 す と 、 ま ず バ ー ナ 21が 消 火 さ れ 、 設 定 時 間 後 に 水
循 環 ポ ン プ 40が 停 止 す る が 、 そ れ ま で の 間 は 、 水 の 循 環 お よ び 吐 出 ノ ズ ル か ら の 放 水 が 続
け ら れ 、 第 １ フ ィ ン チ ュ ー ブ 26お よ び 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36に お け る 熱 交 換 が 引 き 続 き 行
わ れ る 。 そ し て 、 次 の 設 定 時 間 後 に 電 磁 開 閉 弁 51が 閉 じ 、 バ ー ナ フ ァ ン が 停 止 し 、 冷 却 放
水 が 完 了 す る 。 な お 、 水 循 環 ポ ン プ 40の 停 止 に よ り 、 水 の 循 環 は 停 止 す る が 、 第 １ フ ィ ン
チ ュ ー ブ 26お よ び 第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ 36の 余 熱 に よ り 水 温 が 若 干 上 昇 し 、 ま た 電 磁 開 閉 弁
51が 閉 じ る ま で の 間 は 、 水 道 圧 力 が 加 わ る た め 、 上 記 の フ ィ ン チ ュ ー ブ 26、 36内 の 水 切 れ
は 起 こ ら ず 、 自 然 冷 却 が 行 わ れ 、 上 記 フ ィ ン チ ュ ー ブ 26、 36の フ ィ ン 間 隙 に お け る 結 露 は
起 こ ら ず 、 目 詰 ま り お よ び バ ー ナ 点 火 不 良 等 の 事 故 が 防 止 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ の 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 （ 実 施 例 ） を 試 作 し た 。 す な わ ち 、 外 径 15.0mmの パ イ プ 外 面 に 高 さ
3.2mmの フ ィ ン を ス パ イ ラ ル 状 に 突 設 し た 銅 製 フ ィ ン チ ュ ー ブ を 長 さ 5731mmに 切 断 し 、 コ
イ ル 状 に 巻 い て 11巻 き 、 外 径 212mm、 高 さ 310mmの 第 １ コ イ ル 27と し た 。 ま た 、 同 じ フ ィ ン
チ ュ ー ブ を 長 さ 1563mmに 切 断 し 、 コ イ ル 状 に 巻 き 、 3巻 き 、 高 さ 67mmの 第 ２ コ イ ル 37と し
た 。 ま た 、 バ ー ナ 21と し て 灯 油 バ ー ナ を 用 い 、 第 １ コ イ ル 27に 圧 力 3.5～ 14Ｐ a、 温 度 27℃
の 水 を 流 量 5.2
l/minで 供 給 し 、 ま た 第 ２ コ イ ル 37に 調 圧 余 水 を 流 量 2.0～ 3.0 l/minで 供 給 し た と こ ろ 、
第 １ コ イ ル 27か ら 吐 出 さ れ る 高 温 水 の 温 度 は 120℃ 、 第 ２ コ イ ル 37に 供 給 さ れ る 温 水 の 温
度 は 35℃ 、 排 気 の 温 度 は 150℃ で あ っ た 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 、 上 記 実 施 例 の 第 ２ コ イ ル 37を 省 略 し 、 第 １ コ イ ル 27を 用 い て 比 較 例 １ の 殺 菌 消 毒 洗
浄 機 を 試 作 し 、 こ の 第 １ コ イ ル 27に 実 施 例 と 同 様 に 水 を 供 給 し た と こ ろ 、 高 温 水 の 温 度 は
120℃ で 、 排 気 の 温 度 は 250～ 400℃ で あ っ た 。 ま た 、 上 記 実 施 例 の 第 １ コ イ ル 27お よ び 第
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２ コ イ ル 37の フ ィ ン チ ュ ー ブ を 合 わ せ た 長 さ 7300mmの フ ィ ン チ ュ ー ブ で 14巻 き 、 高 さ 377m
mの コ イ ル を 作 り 、 こ の コ イ ル を 用 い て 比 較 例 ２ の 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 を 試 作 し 、 こ の コ イ ル
に 実 施 例 １ と 同 様 に 水 を 供 給 し た と こ ろ 、 高 温 水 の 温 度 は 120℃ で 、 排 気 の 温 度 は 250～ 30
0℃ で あ っ た 。 ま た 、 上 記 実 施 例 の 第 １ コ イ ル 27の フ ィ ン チ ュ ー ブ を ２ 本 つ な い だ 長 さ 115
0mmの フ ィ ン チ ュ ー ブ で 22巻 き 、 高 さ 620mmの コ イ ル を 作 り 、 こ の コ イ ル を 用 い て 比 較 例 ３
の 殺 菌 消 毒 洗 浄 機 を 試 作 し 、 こ の コ イ ル に 実 施 例 １ と 同 様 に 水 を 供 給 し た と こ ろ 、 高 温 水
の 温 度 は 120℃ で 、 排 気 の 温 度 は 160℃ で あ っ た 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 装 置 の 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 の 構 造 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
20:殺 菌 消 毒 洗 浄 機
21:バ ー ナ
22:基 部 チ ャ ン バ
23:外 筒
24:第 １ 中 筒
26:第 １ フ ィ ン チ ュ ー ブ
27:第 １ コ イ ル
28:第 １ 燃 焼 筒
34:第 ２ 中 筒
36:第 ２ フ ィ ン チ ュ ー ブ
37:第 ２ コ イ ル
38:第 ２ 燃 焼 筒
23a,24a,34a:排 気 筒 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
40:循 環 ポ ン プ ,40a:吐 出 側 ,40b:給 水 側
42:圧 力 調 整 弁
44:洗 浄 用 ホ ー ス
46:冷 却 用 給 水 パ イ プ
49:余 水 管 路
51:電 磁 開 閉 弁
52:流 量 ス イ ッ チ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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